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右
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撚聯瀞！

６
月
５
．
６
日
の
２
日
間
、
ク

ポ
タ
松
下
電
工
外
装
株
式
会
社
名

古
屋
営
業
所
３
階
研
修
会
議
室
に

て
中
仮
協
主
催
で
開
か
れ
た
。

平
成
理
年
度
よ
り
始
ま
り
、
名

古
屋
・
石
川
・
静
岡
の
３
会
場
で

こ
れ
ま
で
に
唖
名
が
受
講
。
今
回

も
名
古
屋
会
場
で
弱
名
が
受
講
。

こ
れ
で
皿
名
の
基
幹
技
能
者
が
中

や
“
夢
へ
“
締
・
溌
鐸

』傍
講
義
を
す
る
高
柳
一
男
氏

鱒
織
識
瀞
騨
饗
爾
鯵
鰯
鋳
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鱗

と１委箪

部
ブ
ロ
ッ
ク
で
誕
生
し
た
事
に
な

る
。
当
初
は
全
国
で
千
名
を
目
標

に
、
国
土
交
通
省
よ
り
認
定
が
下

り
る
事
に
な
っ
て
い
た
が
、
２
千

名
に
変
更
と
な
り
、
認
定
の
件
も

先
行
き
不
透
明
で
あ
る
。

基
幹
技
能
者
創
設
の
原
点
は
、

し
講
習
会
風
景
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Ⅱ二蕊

①
屋
根
及
び
外
壁
を
中
心
と
し
た

金
属
系
建
築
外
装
の
専
門
工
事

業
と
し
て
建
築
板
金
の
業
種
的

地
位
の
確
立

②
労
務
提
供
型
か
ら
自
立
し
た
責

任
施
工
遂
行
型
へ
構
造
改
善

③
責
任
施
工
制
度
の
全
国
的
な
普

及
を
図
り
、
こ
れ
を
基
本
軸
に

技
能
委
員
会

券

建
築
板
金
業
の
専
門
的
な
業
種

的
地
位
を
確
立

以
上
の
３
点
を
基
本
理
念
に

基
幹
技
能
者
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
。

建
築
板
金
概
説
・
関
連
法
規
及

び
契
約
関
連
・
建
築
の
基
礎
・
建

築
板
金
の
材
料
と
工
法
・
建
築
板

金
の
施
工
計
画
及
び
品
質
管
理
等

の
科
目
を
受
講
。

受
講
資
格
は
、

①
一
級
技
能
士
で
あ
る
事

②
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る
次
の

資
格
取
得
者
で
あ
る
事

１
．
ア
ー
ク
溶
接
作
業
特
別
教

育
修
了
者

２
．
玉
掛
技
能
修
了
者

３
．
高
所
作
業
車
運
転
技
能
修

了
者

４
．
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者

教
育
修
了
者

③
所
属
事
業
所
が
県
板
の
組
合
構

成
員
で
あ
っ
て
、
理
事
長
が
受

講
対
象
と
し
て
適
当
と
認
め
た

者
で
あ
る
事

（
尚
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
、

近
い
う
ち
に
取
得
可
能
な
人
は
、

理
事
長
判
断
で
受
講
で
き
る
）

多
く
の
資
格
と
初
め
て
学
ぶ
科

目
に
受
講
者
も
大
変
だ
と
思
う
。

今
回
の
講
習
会
で
目
に
付
い
た

事
が
あ
る
。
受
講
者
の
年
齢
が
低

く
な
っ
た
事
。
数
年
前
に
名
古
屋

訓
練
校
で
教
え
た
訓
練
生
の
兄
弟

が
い
た
。
終
了
試
験
も
合
格
し
、
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基
幹
技
能
者
修
了
証
と
屋
根
外
装

調
査
士
の
認
定
証
を
受
取
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
先
に
書
い
た
４
つ

の
受
講
資
格
の
一
つ
が
欠
け
て
も

修
了
証
は
出
な
い
。
今
回
も
、
愛

知
県
の
受
講
者
鯛
名
中
８
名
が
修

了
証
を
受
取
れ
な
か
っ
た
。
兄
弟

そ
ろ
っ
て
基
幹
技
能
者
に
な
れ
た

例
も
な
い
と
思
う
。

こ
う
し
た
若
い
後
継
者
が
、
基

開
催
日
時
６
月
ｕ
日
３
時
よ
り

出
席
者
過
名

川
平
成
帽
年
度
技
能
検
定
試
験
の

実
施
計
画
書
及
び
検
定
委
員
・

補
佐
員
に
つ
い
て

・
７
月
肥
日
の
実
技
試
験
に
つ
い

て
、
日
程
。
役
割
分
担
・
受
付

事
務
・
試
験
中
の
注
意
事
項
等

を
検
討
し
決
定
し
た
。
又
、
道

具
に
つ
い
て
、
使
用
し
て
良
い

も
の
と
不
可
の
も
の
を
細
か
く

規
定
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
日
の

採
点
に
つ
い
て
も
打
合
わ
せ
た
。

・
使
用
可
の
道
具

バ
チ
ヶ
ガ
キ
針

組
槌
ハ
ゼ
コ
ロ
シ

呼
出
し
（
作
っ
て
も
良
い
）

ミ
ゾ
な
し
タ
ガ
ネ

・
使
用
不
可
の
道
具

コ
ッ
キ

平
行
定
規

，
責
任
者
佐
藤
忠
雄
（
一
宮
）
・
加
納

重
幸
（
岡
崎
）
・
長
谷
川
信

俊
（
中
）

．
検
定
委
員

伊
藤
勇
（
豊
田
）
・
今
井
文

夫
（
江
南
）
・
浅
井
裕
一

（
中
）
・
中
村
幸
成
（
岡
崎
）
・

松
野
茂
（
熱
田
南
）
・
高
柳

三
郎
（
岡
崎
）２
頁
へ
つ
づ
く

幹
技
能
者
や
屋
根
外
装
調
査
士
の

資
格
を
公
的
に
活
用
で
き
る
時
代

が
一
年
で
も
早
く
来
る
事
を
期
待

す
る
。ｎ
月
に
は
、
静
岡
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

次
回
講
習
会
に
は
多
く
の
参
加

を
希
望
す
る
。

松
代

蕊
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板第３９５号 平成１６年７月１５日（２）

Ｐ

開
催
日
時
６
月
岨
日
３
時
よ
り

出
席
者
ｎ
名
欠
席
３
名

審
議
に
入
る
前
に
、
沼
津
委
員

長
と
粛
藤
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

理
事
長
は
、
全
板
長
崎
大
会
に
お

い
て
、
愛
知
県
板
が
国
民
年
金
基

金
へ
の
新
規
加
入
者
数
全
国
１
位

で
表
彰
を
受
け
た
事
に
つ
い
て
、

厚
生
委
員
会
の
努
力
に
感
謝
し
た
。

川
福
利
厚
生
関
係
の
諸
問
題
の
検

討
に
つ
い
て

開
催
日
時
６
月
型
日
３
時
よ
り

出
席
者
５
名
欠
席
６
名

Ⅲ
保
証
制
度
の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

型

１
頁
よ
り
つ
づ
き

・
中
立
検
定
委
員

江
本
省
悟
（
名
古
屋
高
等
技

術
専
門
校
）

・
補
佐
員
縦
山
泰
弘
（
豊
田
）
・
長
田

詔
市
（
中
川
港
）
。
江
口

優
（
東
三
）
・
湯
浅
伸
明

（
一
宮
）
。
中
村
元
保
（
岡

崎
）
・
野
田
和
彦
（
知
立
）
・

榊
原
勝
義
（
幡
豆
）
。
井
藤

和
美
（
西
春
）

・
お
手
伝

名
古
屋
板
東
司
士
・
水
谷
修
司

西
三
加
納
道
弘
・
山
本
和
義

知
多
竹
内
鹿
幸
・
平
野
安
雄

東
三
菅
沼
秀
行
・
平
松
賢
治

・
事
務
員
山
内
和
夫
（
岡
崎
）

厚
生
委
員
会

Ｐ

に
も
依
頼
で
き
る
先
が
あ
れ
ば

事
務
局
ま
で
連
絡
す
る
。

・
各
支
部
に
も
掲
載
を
依
頼
す
る
。

側
そ
の
他

・
前
夜
祭
と
本
大
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
内

容
が
良
い
か
意
見
を
出
し
合
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
と
相
談
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

傍
企
画
部
会
の
会
議
風
景

肥
年
度
も
、
県
板
共
済
制
度
と

全
国
板
金
業
国
民
年
金
基
金
へ
の

加
入
促
進
を
第
一
目
標
と
定
め
、

全
板
国
保
、
労
働
保
険
加
入
強
化

運
動
、
ス
ー
パ
ー
が
ん
保
険
等
へ

の
加
入
促
進
は
随
時
必
要
に
応
じ

て
対
応
す
る
事
と
な
っ
た
。

・
県
板
共
済
（
太
陽
生
命
）
加
入

促
進
に
つ
い
て

６
月
１
日
現
在
の
加
入
率
は

妬
・
２
％
で
前
回
よ
り
０
．
８

％
ア
ッ
プ
し
た
。
今
後
は
帥
％

以
上
の
加
入
率
を
目
標
と
す
る

事
と
な
っ
た
。
こ
の
目
標
達
成

の
為
に
は
加
名
の
新
規
加
入
者

（
事
業
所
）
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
為
に
、
各
委
員
会
の
委
員

さ
ん
に
は
全
員
加
入
し
て
も
ら

う
。
又
、
年
令
が
低
い
ほ
ど
掛

金
が
安
い
の
で
、
特
に
若
い
人

達
に
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

・
全
国
板
金
業
国
民
年
金
基
金
へ

の
加
入
勧
奨
に
つ
い
て

４
月
別
日
現
在
の
新
規
加
入

者
は
晦
名
あ
り
、
全
国
一
位
で

表
彰
を
受
け
た
。

加
入
対
象
者
は
、
板
金
業
に

従
事
し
て
い
る
加
歳
以
上
帥
歳

未
満
の
個
人
事
業
主
、
そ
の
配

偶
者
及
び
従
業
員
と
な
っ
て
い

る
。
全
板
国
年
基
金
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
等
は
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
．
３
４
．
１

１
６
５
（
全
板
国
年
基
金
事
務

局
）
へ
お
願
い
し
た
い
。

保
証
委
員
会

全
板
大
会
企
画
部
会

・
前
回
の
部
会
で
決
ま
っ

た
２
種
類
の
ポ
ス
タ
ー

見
本
が
出
来
て
お
り
、

協
議
の
結
果
、
背
景

は
名
古
屋
城
と
す
る

事
に
決
定
し
た
。

・
文
字
に
つ
い
て
も
、

位
置
、
大
き
さ
、
色

を
決
め
た
。
こ
れ
を

も
と
に
再
度
見
本
を

作
成
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

③
「
し
お
り
別
冊
」
の

広
告
掲
載
に
つ
い
て

・
広
告
依
頼
先
リ
ス
ト

が
示
さ
れ
、
そ
の
外

開
催
日
時
６
月
８
日
３
時
よ
り

出
席
者
旭
名
欠
席
４
名

川
支
援
及
び
後
援
名
義
の
申
請
に

つ
い
て

・
支
援
を
愛
知
県
と
名
古
屋
市
に
、

又
、
後
援
を
報
道
機
関
や
業
界

の
関
連
諸
団
体
に
正
式
に
依
頼

す
る
。

・
後
援
名
義
の
申
請
は
、
全
板
連

と
愛
知
県
板
と
で
分
け
て
申
請

す
る
。

②
ボ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い
て

ゴ

、
全
板
国
保
に
つ
い
て

市
町
村
の
国
保
に
加
入
し
て

い
る
組
合
員
に
全
板
国
保
の
利

点
を
説
明
し
、
切
替
を
勧
め
て

い
く
。

①
加
歳
未
満
の
従
業
員
組
合
員

の
保
険
料
が
５
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

②
健
康
診
断
の
助
成
は
組
合
員

本
人
が
１
万
５
千
円
、
本
年

度
よ
り
配
偶
者
も
１
万
５
千

円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

③
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
は
組
合

員
で
如
歳
・
妬
歳
・
卵
歳
・

弱
歳
・
釦
歳
・
髄
歳
の
方
。

年
１
回
、
実
費
の
２
分
の
１

（
５
万
円
限
度
）

④
糖
尿
病
検
査
は
伽
～
胡
歳
の

組
合
員
と
家
族
は
無
料
。

．
課
税
標
準
額
調
査
に
つ
い
て

調
査
目
的
は
、
今
後
の
全
板

国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫
補
助

の
算
定
を
す
る
為
で
あ
る
。
全

板
国
保
加
入
世
帯
の
約
６
分
の

１
が
調
査
対
象
で
あ
り
、
該
当

世
帯
は
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
え
が
少
な
い
と
、
補
助
金
が

少
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

愛

し
た
。
皿
本
作
る
予
定
で
見
積
を

依
頼
し
た
。

知
大
会
に
は
愛
知
県
板
独
自
の
旗

を
立
て
る
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

旗
の
色
や
文
字
等
に
つ
い
て
検
討

に
つ
い
て

４
月
”
日
の
理
事
会
に
て
ス

テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
承
認
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
回
は
そ
の
配

色
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
パ
ッ
ク

は
愛
板
マ
ー
ク
と
同
色
の
グ
リ
ー

ン
と
す
る
。
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
の
文
字
は
赤
色
、
そ
の
他
の
文

字
は
白
抜
き
と
す
る
事
に
決
定
し

た
。
こ
れ
を
７
月
皿
日
の
理
事
会

ま
で
に
作
製
す
る
よ
う
印
刷
所
に

注
文
す
る
。

配
布
方
法
は
、
保
証
制
度
適
用

の
事
業
所
に
４
枚
（
１
枚
知
円
）

を
千
円
の
有
償
で
購
入
し
て
も
ら

い
、
各
支
部
長
に
集
金
を
お
願
い

す
る
。

②
旧
年
度
保
証
事
業
計
画
に
つ
い

て本
年
度
は
全
板
愛
知
大
会
の
準

備
で
忙
し
く
な
る
の
で
、
保
証
制

度
に
関
す
る
講
習
会
は
計
画
し
な

い
事
に
決
定
し
た
。

③
保
証
申
請
の
促
進
に
つ
い
て

本
年
度
も
前
年
に
引
き
続
き
、

保
証
書
発
行
件
数
が
全
国
で
２
位

又
は
３
位
を
維
持
で
き
る
様
に
努

力
し
て
い
く
。
又
、
申
請
者
数
卸

名
を
目
標
に
申
請
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

側
妬
全
板
愛
知
大
会
用
保
証
制
度

（
旗
）
の
内
容
の
件

全
板
大
会
の
会
場
の
回
り
に
数

多
く
の
保
証
制
度
Ｐ
Ｒ
の
「
の
ぼ

り
旗
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
愛

蕨



訓
練
協
会
が
運
営
し
て
い
る
、

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
は
創
立

卵
周
年
を
む
か
え
、
そ
の
記
念

式
典
が
６
月
旧
日
に
名
鉄
一
一
ユ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。

板(3)平成１６年７月１５日 第３９５号

勤
剛
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愛
知
県
技
能
士
連
合
会
は
六
月

九
日
、
平
成
十
六
年
度
通
常
総
会

を
「
名
古
屋
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
」

に
於
い
て
開
催
し
た
。

こ
の
日
、
正
会
員
八
十
三
団
体

（
会
員
二
、
三
九
九
名
）
と
賛
助

会
員
七
十
九
会
社
の
代
表
が
参
集
、

愛
知
県
仮
か
ら
粥
藤
理
事
長
と
長

谷
川
板
金
技
能
士
会
長
が
出
席
。

定
刻
、
開
会
挨
拶
に
続
き
会
長

挨
拶
、
来
賓
祝
辞
の
の
ち
議
長
を

選
任
し
て
議
事
に
入
る
。

上
程
さ
れ
た
一
号
議
案
・
平
成

十
五
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

書
か
ら
四
号
議
案
ま
で
の
案
件
す

べ
て
を
和
出
専
務
理
事
が
一
人
で

読
み
上
げ
、
質
疑
も
な
く
全
員
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
書
に
よ
る

と
著
名
な
講
師
を
招
い
た
講
演
会
、

技
能
知
識
の
向
上
に
県
内
県
外
の

見
学
研
修
会
、
あ
い
ち
技
能
プ
ラ

ザ
、
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
、
全
技
連

マ
イ
ス
タ
ー
称
号
授
与
に
向
け
た

技
能
者
の
推
薦
、
親
子
ふ
れ
あ
い

技
能
教
室
開
催
な
ど
技
能
士
の
技

能
・
知
識
・
社
会
的
地
位
向
上
を

図
る
盛
り
沢
山
の
企
画
が
さ
れ
て

い
る
。今
回
の
記
念
講
演
会
は
「
名
和

昆
虫
博
物
館
館
長
・
名
和
哲
夫
氏
」

を
招
き
「
昆
虫
か
ら
学
ぶ
目
妖
些
Ⅱ

虫
た
ち
の
美
し
さ
は
、
い
る
べ
き

自
然
の
中
で
最
高
の
輝
き
を
放
つ
Ⅱ

と
題
し
て
ユ
ー
ー
ー
ク
な
昆
虫
の
世

〃
／
／
／
ノ
ノ
ノ
ノ
／
／
／
／
／
／
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
メ

》
愛
知
県
技
能
士
会
連
合
会
一

一
，
秤
城
川
岬
傾
樋
捕
総
／
桧
一

県
板
事
務
局

夏
期
休
暇
の
お
知
ら
せ

日
頃
は
、
組
合
事
業
に
ご
協
力
を
賜

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
板
事
務
局
は
、
８
月
皿
日
内
か
ら

８
月
Ⅳ
日
㈹
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

界
を
拝
聴
し
た
。

名
和
昆
虫
博
物
館
は
岐
阜
市
大

宮
町
・
金
華
山
の
ふ
も
と
「
岐
阜

公
園
内
」
に
あ
る
。
明
治
二
十
九

年
、
初
代
館
長
・
名
和
靖
氏
が
農

業
害
虫
の
研
究
と
駆
除
を
目
的
と

し
て
開
設
し
た
名
和
昆
虫
研
究
所

が
博
物
館
の
母
体
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
日
本
国
内
に
い
く
つ
か
あ

る
昆
虫
博
物
館
の
中
で
も
活
動
規

模
・
展
示
種
類
・
数
量
な
ど
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
名
和
哲
夫
氏

は
愛
知
県
西
尾
市
の
出
身
。
昨
年

二
月
逝
去
さ
れ
た
四
代
目
館
長
の

後
を
継
ぎ
第
五
代
館
長
に
就
任
さ

れ
た
。
先
代
も
哲
夫
氏
も
婿
養
子

で
氏
の
お
子
さ
ん
も
娘
さ
ん
一
人

だ
か
ら
自
分
が
捕
ま
っ
た
様
に
早

く
蜘
妹
の
巣
を
張
り
巡
ら
せ
て
六

代
目
の
婿
養
子
を
捕
ま
え
な
い
と

博
物
館
の
存
続
が
危
う
く
な
る
と

笑
わ
せ
る
。
氏
が
昆
虫
に
魅
せ
ら

れ
こ
の
分
野
で
生
き
て
ゆ
く
決
心

を
さ
せ
た
の
は
美
し
い
チ
ョ
ウ
と

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ
ョ

ウ
こ
そ
「
私
の
人
生
の
師
」
と
言

う
べ
き
存
在
と
な
っ
た
。
氏
の
流

暢
な
話
術
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、

自
分
自
身
日
頃
の
生
活
の
中
で
昆

虫
の
事
な
ど
気
に
し
な
い
で
過
ぎ

て
い
る
の
だ
が
、
虫
の
働
き
に
よ

り
自
然
の
法
則
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

人
間
と
共
生
す
る
虫
た
ち
全
て

が
昆
虫
で
は
な
い
。
足
は
六
本
、

上
段
〔
赤
］
は
太
陽
、
中
段
［
緑
］
は
風
、

下
段
室
旦
は
水
を
表
す
。

し
な
が
ら
、

同
期
生
ど

う
し
、
又
、

先
輩
後
輩

が
訓
練
生

当
時
の
思

い
出
話
な

ど
で
盛
り

上
が
っ
て

い
た
。

２００５愛知

母

蝋:鰯ii瀞Ｉ 胴
体
は
頭
・
胸
・
腹
に
分
か
れ
、

羽
根
は
四
枚
。
こ
れ
が
昆
虫
の
定

義
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蝶
・

蜂
・
ゴ
キ
ブ
リ
は
昆
虫
。
蜘
妹
・

ダ
ニ
・
む
か
で
は
昆
虫
で
は
な
い
。

悪
の
代
表
格
ゴ
キ
ブ
リ
、
台
所
に

い
る
の
は
二
・
三
種
類
で
後
は
野

山
で
落
ち
葉
な
ど
を
腐
葉
土
に
す

る
働
き
を
し
て
自
然
保
護
に
役
立
っ

て
い
る
。
「
蝶
々
は
椅
麗
で
い
い

が
ゴ
キ
ブ
リ
は
だ
め
」
は
自
然
界

で
は
通
用
し
な
い
。
人
間
は
生
き

て
行
く
た
め
繁
栄
を
さ
せ
様
と
す

る
本
能
が
あ
る
。
少
々
の
開
発
は

仕
方
が
無
い
が
、
自
然
破
壊
は
極

力
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

春
の
女
神
「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
」
の

美
し
さ
は
並
で
は
な
い
。
餌
の
植

物
カ
ン
ァ
オ
イ
の
量
と
蝶
の
数
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
守
る
心
が
自
然
界

の
繁
栄
に
繋
が
る
。
一
時
間
半
に

わ
た
っ
て
昆
虫
と
自
然
・
人
間
と

の
生
活
な
ど
後
味
の
す
っ
き
り
し

た
興
味
あ
る
講
演
で
あ
っ
た
。
語
藤

,，，iii輔癖’鷲．

軸蝉鴬蕊鐸認糠f％
傍
標
本
を
見
せ
な
が
ら
会
場
を

廻
る
名
和
哲
夫
館
長

蕊 溺鐸Ｓ
織§

愛

j舜漁

に
板
金
工
養
成
所
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
以
来
、
現
在
に
至
る
卵
年

間
の
経
緯
を
述
べ
た
。

来
賓
祝
辞
の
次
に
い
く
つ
か
の

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
愛

知
県
板
理
事
長
賞
も
あ
り
、
こ
れ

に
は
９
名
の
会
員
に
謂
藤
理
事
長

よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
同
じ
会
場
に
て

祝
宴
も
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
校

長
の
井
藤
和
美
氏
が
挨
拶
し
、
訓

練
生
の
減
少
を
訴
え
、
一
人
で
も

多
く
入
校
さ
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ

た
。
祝
宴
に
入
り
、
酒
を
く
み
か
わ

の
辞
に
つ
づ
き
、
訓
練
協

の
長
谷
川
信
俊
氏
が
挨
拶

し
、
そ
の
中
で
昭
和
朗
年

繍繍;燕嬢蕊穂織
繍創立58周年愛知県複鐸諏蕊鍛鑑

、愛知県損金捜能専門校

繍識瀞鱗職職

鱈

戸
式
典
で
挨
拶
す
る
長
谷
川
氏
傍
南
藤
理
事
長
よ
り
感
謝
状
傍
祝
宴
で
挨
拶
す
る
井
藤
氏

●
・
銀
・
鈴
錠
・
出
い
、
ｆ
４

．
．
’
ぜ
△
野

蕊
灘
愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
聾
藷

蕊
舗
愛
知
《
県
誇
板
金
技
能
専
門
枝
獄
《

錫
・
牛
、
癖
・
器
蹄
．
鶏
・
‐
蝋
・
鋳
丸
趣
鱒
い
、
尋
・
愚
息
．
鯵
．
＃
寺
賢
》
・
踊
丸
．
熱
鉾
、
ざ
・
ぐ
．
鼎

式
典
に
は
訓
練
校
の
修
了
生
や

役
員
、
講
師
の
他
、
愛
知
県
と
名

古
屋
市
の
課
長
を
は
じ
め
、
関
連

団
体
や
商
社
よ
り
多
数
の
来
賓
が

出
席
し
た
。
当
愛
知
県
板
か
ら
は

粛
藤
理
事
長
が
出
席
し
た
。

式
典
で
は
竹
内
副
校
長
の
開
会

の
辞
に
つ
づ
き
、
訓
練
協
会
会
長

全国建築板金業者大会

:品.＃晩》:４も･ず靴,

識:霊
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講
師
を
岡
崎
支
部
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
山
内
氏
、
高
柳
氏
、

山
本
氏
、
中
村
氏
の
４
名
が
豊
橋

ま
で
出
向
い
て
く
れ
た
。

板第３９５号 平成１６年７月１５日（４）

陰
完
成
し
た
鶴

銅
板
折
鶴
の
講
習
が
全
国
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
様
だ
。
愛
知
県

内
で
も
、
岡
崎
と
豊
橋
で
開
か
れ

た
。
８
月
に
は
名
古
屋
で
予
定
さ

れ
て
い
る
。

以
前
、
銅
板
の
打
出
し
と
着
色

の
講
習
が
あ
り
、
多
数
の
組
合
員

が
受
講
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
技

術
を
身
に
つ
け
て
も
、
利
益
に
結

び
付
け
た
人
は
ま
ず
無
い
だ
ろ
う
。

中
に
は
施
主
に
お
礼
と
し
て
、
家

紋
を
打
出
し
、
差
し
上
げ
る
と
い

う
人
が
い
る
。

今
回
の
折
摺
は
施
主
や
知
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
悦
ば
れ
る
こ

と
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
様
な
加
工
技
術
が
無
償

か
、
そ
れ
に
近
い
事
で
良
い
の
だ

ろ
う
か
。

少
し
の
経
験
で
も
出
来
る
簡
単

な
取
付
作
業
で
は
利
益
を
得
ら
れ

る
が
、
む
つ
か
し
い
技
術
を
要
す

る
仕
事
は
儲
か
ら
な
く
て
も
し
か

た
な
い
。
取
付
屋
的
な
発
想
で
は

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

加
工
屋
の
考
え
は
、
そ
う
で
は

な
く
、
他
社
で
は
出
来
な
い
む
つ

か
し
い
製
品
で
こ
そ
利
潤
を
得
よ

う
と
努
力
し
て
い
る
。
高
橋

六
月
二
十
九
日
㈹
晴

三
九
五
号
編
集
会
議

広
報
委
員
六
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会
五
時
十
分
閉
会

歴
園
固
園

久
し
ぶ
り
の
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
日
曜
日
（
６
月
過
日
）
の
朝
、

花
博
に
で
も
と
友
人
３
人
を
一
読
っ

て
近
く
の
喫
茶
店
で
相
談
の
結
果
、

渋
滞
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
花
博

は
止
め
て
、
先
日
、
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
て
い
た
、
伊
勢
の
新
名
所

「
伊
勢
志
摩
ゆ
り
パ
ー
ク
」
へ
行

11ⅡⅡⅢIlllIIllllⅡ''1ⅡHIlllll

最
近
、
に
わ
か
に
話
題
と
な
っ

て
い
る
銅
板
製
折
り
鰯
の
勉
強
会

を
、
６
月
幻
日
⑧
、
豊
橋
高
等
技

術
専
門
校
に
て
行
っ
た
。α
も

グ
ウ
ロ
■
・
●
・
・
４
１
．
８
・
ｇ
Ｇ
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
－
５
１
１
１
１
８
１
１
８
Ｉ
Ｉ
・
り
Ｄ
Ｂ
。
、
１
１
１
１
１
８
２
８
．
８
８
・
Ｇ
８
８
８
・
写
ｌ
０
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
・
■
１
３
、
．

銅
板
折
り
鶴
勉
強
会
一

傍
山
内
氏
か
ら
手
ほ
ど
き
を

受
け
る
受
講
生
達

彩
り
と
香
り
の
ゆ
り
園

が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
種
類
と
色

の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
友
人
の
一
人

が
目
が
津
く
な
り
鼻
が
ム
ズ
ム
ズ

し
て
き
た
（
百
合
花
粉
症
？
）
と

言
い
出
し
た
の
で
早
め
に
園
を
出

た
。
遠
く
入
り
江
の
向
こ
う
に
は

ス
ペ
イ
ン
村
を
望
む
事
が
出
来
た
。

ち
な
み
に
見
頃
は
６
月
中
だ
そ
う

で
す
（
開
園
は
７
月
上
旬
ま
で
）
。

来
年
の
こ
の
時
期
に
は
又
、
訪
れ

た
い
も
の
で
す
。
熱
田
・
南
伊
藤

昭
和
支
部

８
日
月
例
会
廻
名

瑞
穂
支
部
１
日
支
部
会
虹
名

熱
田
・
南
支
部

Ⅳ
日
月
例
会
６
名

・
秋
の
親
睦
旅
行
に
つ
い
て
、

他

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
皿
名

・
研
修
旅
行
に
つ
い
て
、
他

朗
日
役
員
会
４
名

津
島
支
部
５
日
定
例
会
８
名

蛇
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
廻
名

（
土
山
Ｃ
Ｃ
）

江
南
支
部

姐
日
定
例
会
５
名

碧
南
支
部

叩
日
役
員
会
皿
名

・
妬
全
板
愛
知
大
会
別
冊
し

お
り
広
告
内
容
決
定

豊
田
支
部

８
日
卵
周
年
委
員
会
加
名

・
組
織
及
び
委
員
長
の
決
定

岨
日
第
３
回
役
員
・
塑
甚
〒

県
板
報
告
、
他

刈
谷
支
部

ｎ
日
定
例
会

東
三
支
部
７
日
定
例
会
躯
名

Ⅳ
日
三
役
会
７
名

Ⅳ
日
青
年
部
定
例
会
９
名

幻
日
折
り
鶴
勉
強
会
記
名

県
板
青
年
部

週
日
第
１
回
幹
事
会

・
総
代
会
の
報
告
、
他

先
生
の
指
導
の
元
、
型
を
作
っ

た
後
、
厚
さ
晒
淵
・
５
寸
角
の
銅

板
に
け
が
く
。
そ
の
後
、
つ
か
み

な
ど
を
使
用
し
折
っ
て
い
く
の
だ

が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
、
な
か

な
か
難
し
い
。
最
初
に
出
来
上
っ

●
■
●

た
作
品
は
、
あ
ま
り
に
も
可
哀
相

●
●

な
『
輩
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

傍
二
回
の
ゆ
り
園

（
カ
ラ
ー
で
な
い
の
が
残
念
）

く
事
に
し
た
。
梅
雨
の
中
休
み
で

車
窓
か
ら
の
、
か
ら
っ
と
し
た
風

が
こ
こ
ち
良
か
つ
た
。

伊
勢
道
に
入
っ
て
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
道
案
内

を
聞
い
て
「
伊
勢
イ
ン
タ
ー
」
を

出
て
１
６
７
号
線
を
磯
部
方
面
に

向
か
っ
た
。
志
摩
ゆ
り
パ
ー
ク
は
、

６
月
各
支
部
の
動
き

ｒ
品
は
、
あ
ま
り
に
も
可
哀
相

「
輩
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
回
り
を
見
る
と
上

手
に
出
来
て
い
る
人
も
い
た
。

終
了
ま
で
の
約
５
時
間
で
、

私
は
４
ケ
作
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
最
後
の
作
品
は
何
と
か

鶴
ら
し
く
な
っ
た
。

今
後
、
上
手
に
作
れ
る
様

に
な
り
、
仕
事
を
さ
せ
て
頂

い
た
お
施
主
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
出
来
れ
ば
と
、
夢
ふ
く

ら
ま
せ
帰
路
に
つ
い
た
。

（
参
加
者
記
名
）

東
三
松
浦

一
》
峰
》
》
鍔
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愛

千
種
支
部

週
日
支
部
会
２
名

・
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

東
北
支
部
ｎ
日
定
例
会
６
名

西
支
部型
日
定
例
会
９
名

・
折
り
鶴
講
習
会
に
つ
い
て

道
の
駅
「
伊
勢
志
摩
」
の
隣
に
最

近
出
来
た
ば
か
り
で
、
駐
車
場
よ

り
園
の
入
り
口
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
今
が
最
盛
期
の
〃
ゆ
り
″
の

甘
い
香
り
と
、
一
面
に
彩
り
鮮
や

か
な
花
園
が
広
が
っ
て
い
た
。
園

内
に
は
４
０
０
種
（
知
万
本
）
も

の
ゆ
り
が
香
り
高
く
咲
き
誇
り
、

緩
や
か
な
山
の
斜
面
の
色
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

園
内
に
は
大
き
な
温
室
が
３
棟
あ

り
各
種
に
名
前
の
付
い
た
鉢
植
え


